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消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会

Ｊ
Ｒ
仙
石
線

臨
時
ダ
イ
ヤ
の
お
知
ら
せ

市
長
と
懇
談
し
ま
せ
ん
か
？

�

お
知
ら
せ

今月の
お知
� らせ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、行
事
な

ど
が
中
止
や
延
期
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登

録
申
請
相
談
会

　
11
月
11
日（
金
）

　
12
月
９
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会（
消

　
Ｊ
Ｒ
の
変
電
所
設
備
工
事
の

影
響
に
よ
り
、仙
石
線
が
臨
時

ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。仙
石
線

は
高
城
町
ま
た
は
松
島
海
岸
で

の
乗
り
換
え
と
な
り
通
常
よ
り

列
車
本
数
が
減
り
ま
す（
仙
石

東
北
ラ
イ
ン
は
通
常
通
り
）。詳

し
く
は
、Ｊ
Ｒ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
12
月
３
日（
土
）・４
日（
日
）

ＪＲホームページ

問　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ

　

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、市
長
が

直
接
各
地
域
へ
出
向
き
、皆
さ
ん

と
懇
談
す
る
意
見
交
換
会
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

とき ところ
11月9日（水）午前10時 渡波公民館
11月9日（水）午後3時 荻浜公民館
11月15日（火）午後1時30分 雄勝硯伝統産業会館
11月17日（木）午前10時 稲井公民館
11月21日（月）午前10時 蛇田公民館

問　
秘
書
広
報
課

　
（
内
線
4
0
2
2
）

　東日本大震災の復興を支援し、記憶を未来につなげる自転車イベント「ツール・ド・東北２０２２」
（株式会社河北新報社、ヤフー株式会社主催）が９月17日・18日に開かれ、全国から１,３５１人の
ライダーが発着点のセイホクパーク石巻に集まり
ました。
　今年で９回目の開催ですが、実際に公道を走行
するのは３年ぶりです。65kmの女川・雄勝フォンド
と１００kmの北上フォンドがあり、タイムを競わずに
沿岸の復興の今を感じながら完走を目指しました。
　休憩所となる各地のエイドステーションでは地
元のグルメが振る舞われ、参加者と地域が交流を
育みました。　�問　スポーツ振興課　（内線3327）

「ツール・ド・東北」３年ぶりライダー集結

　「映文連アワード２０２２」で最優秀賞となった『変わるまち、変われるまち、石
　巻。ｆｅａｔ．ジュン』は、石ノ森萬画館の20周年と東日本大震災10年を節目に、
「マンガの街・石巻」の価値を高めようと制作されたアニメーションの映像作品
です。故・石ノ森章太郎氏の漫画『ジュン』を原作に、主人公の成長と震災復興
の歩みを重ねて描き出しています。
　映像は９分42秒で、アートアニメーションという芸術性の高い手法を用いて制
作されました。せりふはなく、音楽と効果音、漫画らしい手描き風の絵と映像の
流れによって、見た人の想像を広げる実験的な作品になっています。
　映文連アワードは短編映像による日本産業活性化を目的に、文部科学省や経済

産業省、全国紙の新聞社などが後援しているプロフェッショナル向けのコンテストで
す。各方面で評価が高まっているアワードであり、本年度は石巻市が応募したコー
ポレート・コミュニケーション部門をはじめ、３部門に１６０作品の応募がありました。
　映画の監督や評論家、広告関係者による最終選考では、ナレーションや字幕
に頼らず、アニメーションの表現力によって復興への希望を壮大な物語として描
き切ったことが高く評価されました。表彰式は11月28日（月）に国立新美術館
講堂で予定され、翌29日（火）と30日（水）は都内で受賞作品の上映会が催さ
れます。石ノ森萬画館では常時、上映されており、ぜひ、多くの方に見ていただき
たい作品です。

アートアニメで表現

『変わるまち、変われるまち、石巻。ｆｅａｔ．ジュン』

重なる主人公の成長と街の復興

費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い

方
向
け
）・登
録
申
請
相
談
会

　
11
月
25
日（
金
）

　
12
月
16
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
石
巻
税
務
署
３
階

　
会
議
室（
千
石
町
２-

35
）

定
員　
各
回
20
人〔
先
着
〕

申
込
方
法

　

開
催
日
時
の
１
週
間
前
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
申

　

石
巻
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門

　
☎
23-

8
1
5
5

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

せ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
０-

２
０
１
６-

１
６
０
０

　
市
地
域
振
興
課

　
（
内
線
４
２
４
７
）
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狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

訓
練
を
実
施
し
ま
す

建
物
を
取
り
壊
し・

建
築
し
た
方
へ

農
業
者
年
金
で

老
後
の
備
え
を
！

１１
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」で
す

令
和
４
年

秋
の
火
災
予
防
運
動

●
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、イ
ノ
シ
シ

　
11
月
１
日（
火
）～

　
令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
用
い
た
全
国

一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ

れ
ま
す
。防
災
行
政
無
線
、戸
別

受
信
機
、防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
テ
ス

ト
音
声
が
流
れ
ま
す
。実
際
の

災
害
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震�

・�

津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
、国
か
ら
人
工
衛

星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お

伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

と
き　
11
月
16
日（
水
）

　
午
前
11
時
ご
ろ

問　
危
機
対
策
課

　
（
内
線
４
３
１
０
）

　

農
業
者
年
金
は
、年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
さ
れ
る
方
で

あ
れ
ば
広
く
加
入
が
で
き
る
積

立
型
の
年
金
で
す
。終
身
年
金

な
の
で
生
涯
支
給
さ
れ
、支
払
っ

　
不
要・不
急
の
１
１
９
番
通
報

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
助
け
を
必
要
と
し
て

い
る
人
の
も
と
へ
１
秒
で
も
早
く

消
防
車
を
到
着
さ
せ
る
た
め
、

１
１
９
番
通
報
の
適
切
な
利
用

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

か
迷
っ
た
場
合
は
、＃
７
１
１
９

　
１１
月
９
日（
水
）か
ら
１１
月
１５

日（
火
）は
、全
国
一
斉
に「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

令
和
３
年
中
に
市
内
で
発
生

し
た
火
災
件
数
は
３５
件
で
、そ

の
う
ち
約
半
数
が
建
物
火
災
で

す
。出
火
原
因
は
、た
ば
こ
、石

油
ス
ト
ー
ブ
、電
気
器
具
類
な
ど

が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空
気
が

乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
る
た
め
、日
頃
か
ら
火
気
の

取
り
扱
い
に
は
注
意
し
、火
の
用

心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る
１０
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

・�
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、さ

せ
な
い
。

・�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

・�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜

く
。

６
つ
の
対
策

・�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は

安
全
装
置
の
付
い
た
機
器
を

使
用
す
る
。

・�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、１０
年
を
目
安

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
か
か
る
傷
病

手
当
金
の
適
用
期
間
を

延
長
し
ま
し
た

　

適
用
期
間
を
12
月
31
日

（
土
）ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

対
象
な
ど
詳
し
く
は
市
ま
た
は

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
申

　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
５
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

新型コロナウイルスワクチン接種情報

※掲載内容は10月12日時点の情報のため、変更になる場合があります。最新情報は市ホームページを確認ください。
■ オミクロン株対応ワクチンの接種を実施しています！
≪接種の概要≫
(1)�接種対象者�：�初回接種（1・2回目）を完了した12歳以上の全ての方
(2)�使用するワクチン�：�従来株とオミクロン株対応の2価ワクチン（ファイザー、モデルナ）
(3)�接種間隔�：�前回の接種から、少なくとも5カ月以上
※短縮する方向で、国の予防接種・ワクチン分科会で検討中（10月下旬ごろに結論）
≪接種会場≫
(1)�集団接種会場　※予約の状況に応じて開始時間を追加する場合があります。

■ 小児（5～11歳）の集団接種を実施します！
　主に3回目接種を対象としていますが、1・2回目の接種も可能です。
�※3回目接種は、2回目接種日から5カ月経過後に接種できます。

※予約の状況に応じて開始時間を追加する場合があります。

・これから1・2回目接種を希望する方へ
　引き続き1・2回目接種の予約を受け付けています。1・2回目接種を希望する方
は、コールセンターに問い合わせください。

・武田社ワクチン（ノババックス）の1・2回目および3回目接種を実施しています
　mRNAワクチン（ファイザー社製、モデルナ社製）にアレルギーなどがあり、接種
を控えていた方は、この機会に接種をご検討ください。接種会場や日程の確認、予
約についてはコールセンターに問い合わせください。

問い合わせ先　石巻市新型コロナワクチンコールセンター　☎0120-567-509
　　　　　　　受付時間：（平日）午前8時30分～午後5時（土日祝）午前9時～午後3時
★電話番号の掛け間違いにご注意ください！
　コールセンターへの電話番号の掛け間違いにより、一部の皆様に大変ご迷惑をお掛け
する事例が発生しています。電話をする際は、電話番号をよくご確認いただき、掛け間違
いのないようお願いします。

≪予約の方法≫
①インターネット
　…予約専用サイトから申し込みください。
②コールセンター
③予約代行窓口
　開設場所　平日：ささえあいセンター、各総合支所、各支所
　　　　　　土日・祝日：イオンモール石巻

(2)�個別接種会場�：�市内48医療機関

ところ とき(11月) 開始時間
ささえあいセンター
（平日夜間）

1日（火）、4日（金）、8日（火）、11日（金）、15日（火）、
18日（金）、22日（火）、25日（金）、29日（火） 午後6時

ささえあいセンター
（土日） 5日（土）、6日（日）、12日（土）、13日（日） 午前9時

午後2時
石巻赤十字病院講堂 26日（土）、27日（日） 午前9時
河北総合センター
（ビッグバン） 26日（土） 午前9時

午後2時

ところ とき(11月) 接種人数 開始時間

石巻赤十字病院講堂 19日（土） 240人 午前9時20日（日） 360人

た
保
険
料
は
、全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
よ
り
制
度
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。年
金
未
加

入
の
農
業
者
の
方
は
、こ
の
機
会

に
加
入
の
検
討
を
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

相
談
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た

は
農
業
委
員
会
で
承
り
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

・
保
険
料
の
納
付
下
限
額
が

２
万
円
か
ら
１
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
65
歳
と
決
ま
っ
て
い
た
受
給

開
始
時
期
が
選
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

・
加
入
可
能
年
齢
が
引
き
上
げ

ら
れ
、65
歳
ま
で
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
一
部
適
用
に
条
件
が
あ
り
ま

す
。

問　
農
業
委
員
会

　
☎
62-

４
８
２
６

　
今
年
中
に
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
って
い
る
家
屋
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

方（
取
り
壊
し
を
予
定
し
て
い
る

方
）は「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、車
庫
・
物
置
な
ど
を
建

て
た
際
、課
税
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
申

　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
２
１
）

問　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

Ｅ
Ｃ
販
路
開
拓
支
援
補
助
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、従
来
の
販

路
を
失
っ
た
事
業
者
の
販
路
回

復
ま
た
は
拡
大
を
図
る
た
め
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
販

路
開
拓
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
、

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
を
お
考
え
の
方
は
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）

申
込
期
限　
12
月
28
日（
水
）

事
業
完
了
期
限

　
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

問
申

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

●
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、イ
ノ
シ
シ
以
外

　
11
月
15
日（
火
）～

　
令
和
５
年
２
月
15
日（
水
）

　

狩
猟
で
は
猟
銃
を
使
用
す
る

た
め
、期
間
中
に
ハ
イ
キ
ン
グ
や

き
の
こ
採
り
で
山
中
に
立
ち
入

る
場
合
は
、目
立
つ
色
の
服
や
帽

子
を
着
用
す
る
な
ど
、十
分
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、狩
猟
に
使
用
す
る
わ
な

を
見
か
け
た
場
合
は
、危
険
で
す

の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
室

　
（
内
線
３
５
５
９
）

佳 

作

逃げましょう。
その一言が誰かを救う合言葉。
� 大街道小学校5年 三

み う ら
浦 幸

さ お り
織

問　学校安全推進課（内線5082）
　　 令和3年度石巻市学校防災推進会議

防災「合言葉」受賞作品 防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

1１
月
11
日（
金
）午
後
3
時
ご
ろ

に
交
換
す
る
。

・�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、

衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、消
火
器
な
ど
を
設
置

し
、使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、備
え

て
お
く
。

・�

防
火
防
災
訓
練
への
参
加
、戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
　
石
巻
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
95-

7
1
6
7

（
お
と
な
救
急
電
話
相
談
）、ま

た
は
＃
８
０
０
０（
小
児
救
急

電
話
相
談
）の
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
　
石
巻
広
域
消
防
本
部
指
令
課

　
☎
９５-

１
３
０
４

予
約
専
用
サ
イ
ト
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�

子
ど
も
・
教
育

　
９
月
・
10
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
11
月
11
日（
金
）に
振
り

込
み
ま
す
。

問
申

　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
護
者
の
方
が
出
張
や
入
院

な
ど
の
た
め
、家
庭
で
お
子
さ
ん

を
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
一

時
的
に
お
子
さ
ん
を
里
親
が
お

預
か
り
す
る
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
、

生
後
６
カ
月
か
ら
18
歳（
高

校
卒
業
ま
で
）の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者
な
ど

利
用
期
間

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
１
回
に
つ
き
７
日
間
ま
で（
１

カ
月
に
つ
き
複
数
回
利
用
の

場
合
は
合
わ
せ
て
10
日
以

内
）

・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

　
午
後
５
時
～
10
時（
土
日
・
祝

日・年
末
年
始
を
除
く
）

申
込
方
法　
利
用
開
始
予
定
日

の
７
日
前
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

料
金　

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
２
歳
未
満

　
1
日　
５
、３
５
０
円

　
２
歳
以
上

　
１
日　
２
、７
５
０
円

・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

　
１
日　
７
５
０
円

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
里
親
への
送
迎
は
、保
護
者
な

ど
の
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
里
親
の
状
況
に
よ
って
は
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。問

申

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
内
線
２
５
３
４
）

今
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
月
で
す

石
巻
市
子
育
て
短
期
支
援

事
業（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）

　来年４月１日から放課後児童クラブの利用を希望する児
童を募集します。各児童クラブの定員、申込先などはホーム
ページからご確認ください。
受 付期間　１１月１日（火）～１５日（火）
　午後１時～５時（土日・祝日を除く）
申 請書類配布場所　各放課後児童クラブ、子育て支援課、
　各総合支所市民福祉課
申請先　各放課後児童クラブ
対 象　放課後児童クラブが開設されている小学校に在
学する１年生から６年生の児童のうち、保護者などが
就労や疾病などにより、放課後に家庭で保育を受け
られない児童

問申 　�子育て支援課（内線2526）
　　　� 各総合支所市民福祉課

令和５年度
放課後児童クラブ
利用児童募集

児童クラブ一覧

　就労などにより昼間保護者が不在になる家庭の小学
1年生から6年生までの児童に対し、放課後に過ごす生
活の場を提供し、小学校の余裕教室や校舎外クラブ専
用室などを利用し、健全な育成を図るものです。

　子どもたちは、学校の授業が終わると、放課後児童ク
ラブに「ただいま」と帰宅し、専任の支援員などが「おか
えりなさい」と出迎えます。それぞれの家庭に帰るまで
は、放課後児童クラブが「おうち」です。
　放課後児童クラブでは、支援員などの指導のもと、室
内や校庭でのびのびと遊んだり、読書や工作、宿題をす
るなどの自由遊びを中心に、ときには生活指導を受け
ながら一日を過ごします。��

放課後児童クラブとはトピック

クラブでの子どもたちの過ごし方

●石巻市子どもの権利に関する条例
　石巻市では、平成２１年４月に東北で初めて、子どもが生まれながらに持ってい
る権利を定めました。子どもの幸せと健やかな成長には、すべての子どもを一人
の人間として認め、子ども自身が、あらゆる場面で生き生きと過ごすことができ
るよう、子どもの権利を尊重するとともに、保障し、地域社会全体で支えていくこ
とが必要です。
　子どもの権利を守ることは、社会全体の責務です。家庭や地域、学校や施設、
会社などが協力しあいながら、子どもの権利についての共通認識を持ち、お互
いの責任を果たすことで、子どもの「しあわせに生きる権利」が守られていきま
す。

●子どもが生まれながらに持っている大切な権利
・安全に安心して生きる　
・自分らしく育つ　
・自分を守り、守られる　
・社会へ参加する
・適切な支援を受ける　

●�１１月１日（火）から２０日（日）まで「子どもの権
利月間」を開催
　子どもセンターらいつでは、この期間にさまざ
まなイベントを行います。

●�１１月２６日（土）午後１時から「子どもの権利に
関する講演会」を開催
　会場は石巻専修大学５３０１教室です。ぜひご参加ください。

問　子どもの権利、講演会について　子育て支援課（内線２５５３）
　　イベントについて　子どもセンターらいつ　☎23-1080

１１月２０日は子どもの権利を考え行動する
「世界子どもの日」です

　
　�

福
　
祉

在
宅
医
療・在
宅
介
護
に

関
す
る
市
民
講
座

「
農
福
連
携
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
２
in
石
巻
」の

延
期
開
催

社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整・確
定
申
告
ま

で
大
切
に
保
管
を
！
～

　

講
座
名「
わ
た
し
と
あ
な
た　

と
も
に
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
～
認
知
症
に
つ
い
て
～
」

と 

き　
11
月
17
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
11
時

と 

こ
ろ��

蛇
田
公
民
館

　
大
ホ
ー
ル

講 

師　
石
巻
市
立
病
院

　
内
科
医　
西�

俊
祐

　
内
科
医　
渡
邊�

晃
佑�

定
員　
50
名
程
度〔
先
着
〕

申 

込
方
法　
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
14
日（
月
）

問
申

　
介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

　
「
農
福
連
携
」は
、障
害
者
な

ど
が
農
林
水
産
物
の
生
産
や

加
工
に
携
わ
る
こ
と
で
、「
農
林

水
産
業
・
農
山
漁
村
」と「
福
祉

（
障
害
者
な
ど
）」が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
役
立
つ
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
25
日
・
26
日
に
開
催
予

定
だ
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
全
国
農

福
関
連
物
産
展
を
延
期
し
て
開

催
し
ま
す
。

●
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

農
福
連
携
に
係
る
施
策
の
紹

介
、事
例
発
表
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。

と
き　
11
月
22
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　

こ
の
た
め
、令
和
４
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
納
付
し
た
方
は
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
要
と
な
る
証
明
書
で
す
。

　

ま
た
、年
の
途
中
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
方
は
、翌
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

問　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
22-

5
1
1
5

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
７
）

と
こ
ろ　
防
災
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル　

※
W
e
b
参
加
可

料
金　
３
、０
０
０
円

※
W
e
b
参
加
は
無
料
で
す

が
、資
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
に
は
１
、０
０
０
円
必
要
で

す
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
全
国
農
福
関
連
物
産
展

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
、農
福
連

携
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、加
工
さ

れ
た
魅
力
あ
る
製
品
の
販
売
を

行
い
ま
す
。ご
家
族
皆
さ
ん
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
11
月
22
日（
火
）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

　
11
月
23
日（
水・祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
石
巻
駅
前
に
ぎ
わ
い

交
流
広
場

問
申

　
（
一
社
）日
本
農
福
連

携
協
会

　
☎
03-

５
３
２
３-

３
６
３
３

　

�info@
noufuku.or.jp

問　
市
障
害
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
８
３
）

「子どもの権利」を
一緒に考えて
みませんか


